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北美濃深部構造探査による中部日本北西部の地殻構造解明 (第 2報)
Second report on the Deep Seismic Profiling ”Northern MinoTransect(NORM)2009” in
the NW part of Central Japan
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中部日本北西部，北美濃地域には，活断層が集中し，美濃帯のメガキンク構造の中でも最大のヒンジが存在する．さ
らに陸側プレートの下にはフィリッピン海プレートが北側に張り出す複雑な形状で沈み込んでおり，これらの間には強
い関係があると考えられている．
そこで地殻全体およびフィリッピン海プレート上面の形状を明らかにする目的で，深部地震探査「北美濃 2009」（ＮＯ

ＲＭ）が 2009年 9月 30日から 10月 20日まで行われた．この探査では東西走向の西側測線と南西―北東走向の東側測
線に 2つに分割される総延長 90ｋｍ測線が配置された．この測線は 2つの主要な活断層，柳ケ瀬断層と根尾谷断層と高
角に交差する．受信器間隔はおよそ 50ｍ，8点のダイナマイトと 2点のバイブロサイス発振を行った．
標準的な反射法処理を適用したところ，顕著な深部反射波群が測線の西端から東端まで存在することが明らかになっ

た．この反射波群は西側では 8～11ｓ付近，東側では 9～12ｓ付近に存在する．また，その反射波群の 2ｓに不連続な
反射波も見られた．
これらの反射波の成因を明らかにするため，我々は得られたＮＯＲＭ測線の反射断面と中部日本の近畿地方で得られ

ている反射断面の比較を行った．なお，比較した測線は 1989年藤橋―上郡測線と 2004年新宮―舞鶴測線である．藤橋
―上郡測線は琵琶湖の北側に東西走向で位置し測線長は約 210ｋｍである．観測点はおよそ 1.6ｋｍ間隔で並べられ，4
点でダイナマイトによる発震が行われた．藤橋―上郡測線の反射断面においてＴＷＴ 9－ 11ｓ付近に反射の卓越する領
域がほぼ全測線にわたって見られた．この藤橋ー上郡測線の東端は我々の測線の西端と近接しているため，我々の反射
断面に見られた深部反射波群は広く西側まで連続していることがわかった．藤橋ー上郡測線はまた，新宮―舞鶴測線と
も交差し，新宮―舞鶴測線においても同様の反射波群は確認される．これらの反射波群は既存研究では下部地殻におけ
るラミネーションと解釈されているため，ＮＯＲＭ反射断面に見られた深部反射波群は下部地殻ラミネーションである
と解釈される．
一方この反射波群の下に見られた断続的な反射波の成因ははっきりしない．反射面の候補としては沈み込んでいるフィ

リッピン海プレート上面かプレートモホが考えられるが，その場合強い変形を受けた上側プレートの地殻と沈み込むプ
レートの間にはきわめて薄いマントルウェッジしか存在しないと考えられる．
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